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資料４

徳島県西部地域政策総合会議計画推進評価部会における
「徳島県西部圏域振興計画（第４期）」の評価について

１．評価方法

１）判定・評価の基準及び手順
数値目標の達成率を基礎に、事業ごとに「A・B・Ｃ」の３段階で、客観的、

機械的に判定している。
委員協議では、評価案を基に、会議での議論を踏まえ、「順調」「要注視」「要改

善」の３段階で、評価を最終決定する。

２）新型コロナ対応の確認と評価方法
新型コロナの影響を受けた事業については、タグ付けをしている。
委員協議では、事業の方向性を踏まえた上で、その実績と成果の確認を行い、

改善見直しや次期「徳島県西部圏域振興計画」に向けた提言に繋げる。

３）○新「ＤＸ」と「ＧＸ」の視点による横串評価
「ＤＸ」と「ＧＸ」に関連する数値目標に、タグ付けをし、該当項目を抽出して

大括り化した一覧表を作成している。
委員協議では、各一覧表により、計画全体での「ＤＸ」及び「ＧＸ」の進捗状況

を把握し、改善見直しや次期「徳島県西部圏域振興計画」に向けた提言に繋げる。

２．「徳島県西部圏域振興計画（第４期）」評価シートの評価単位

１）評価単位
「徳島県西部圏域振興計画(第４期)」の「第５章 行動計画（圏域振興の視点と

取組み）」において、「重点項目」の下位にある「中項目」を評価単位とする。

徳島県西部圏域振興計画 第５章 行動計画（圏域振興の視点と取組み）
重点項目（５）→中項目（１５）→施策（１０７）と●数値目標（１８６）

２）評価項目
「令和３年度振興計画（３年目）の成果及び取組」「今後の取組方針」とする。

３．「徳島県西部圏域振興計画（第４期）」評価シートの記載内容

次の１）から８）までの項目は「施策」又は「数値目標」ごと、９）は「中項目」
ごとに記載している。

１）施策・数値目標
振興計画に定めた施策と数値目標

２）ＤＸ・ＧＸ
「ＤＸの推進」又は「ＧＸの推進」を手法とする施策

３）工程
計画期間中の各年度における目標の工程

４）実績値
各年度末の実績値
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５）新型コロナの影響等
数値目標に新型コロナの影響がある場合に記載する。
○新型コロナの影響
次の①～④の類型のうち最も当てはまるものを選択し、記載
①往来自粛・渡航制限等
：往来自粛や海外からの渡航制限等の影響を受けたもの

②国際的・全国的事業の延期等
：国際的・全国的な事業等の延期・中止の影響を受けたもの

③感染対策
：県が実施する事業等で、感染対策のため実施に制限をかける必要のあったもの

④その他

○新型コロナへの対応
次の類型のうち最も当てはまるものを選択し、記載
A）延期・中止

：事業等の延期・中止をしたもの
B）ニューノーマルの手法

：数値目標の方向性は維持しつつニューノーマルの手法を取り入れたもの
C）補完的な取組

：数値目標では測ることができない補完的な取組みをしたもの

６）数値目標ごとの達成率
次の数式により達成率（％）を算出し、記載している。
数値目標の達成率（％）

＝ Ｒ３実績値 ÷ Ｒ３目標値 × 100

※小数点以下は切り捨て（例：算出値が79.9･･･％の場合、79％）
※Ｒ３年度の目標値の設定がない、実績値が未判明な場合は、「－」を記載

（例）
評価シート5ページ目の施策番号9「県域内での観光消費額（一人あたり）」の場合

Ｒ3実績が 23,866円であり、数値目標の達成度 ＝ 23,866円÷29,500円×100

＝ 80.9･･･% → 80%

７）判定（自動計算）

施策ごとの「判定」区分

Ａ Ｂ Ｃ

施策ごとの 施策ごとの 施策ごとの

数値目標の達成率の平均 数値目標の達成率の平均 数値目標の達成率の平均

90％以上 80％以上90％未満 80%未満

※判定は数値に基づき、客観的、機械的に実施
※委員協議による判定変更はなし

８）具体的な取組の内容等
○共通記載事項
・具体的な取組の内容（新型コロナへの対応を含む）
・成果（施策の実現状況）

○数値目標に未達がない場合
・今後の取組方針
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○数値目標に未達がある場合
・数値目標未達の要因及び課題
・課題の解決に向けた対応

○令和３年度から令和４年度に向けての改善見直しがある場合
・Ｒ３→Ｒ４改善見直し内容

９）評価案（「中項目」ごとに記載）
中項目を構成するすべての「数値目標の達成率」から、平均値を算出し、達成率

に応じて（順調、要注視、要改善）の中から選択。

中項目ごとの「評価」区分

順調 要注視 要改善

中項目ごとの 中項目ごとの 中項目ごとの

数値目標の達成率の平均 数値目標の達成率の平均 数値目標の達成率の平均

９０％以上 80％以上90％未満 ８０％未満

（例）
重点項目１・中項目3の「地域を挙げた『おもてなし』態勢づくり」の場合
・中項目内の数値目標の達成率：100%が６項目、80％と59%が各1項目
数値目標達成状況 ＝ （100%×6＋80%＋59％）÷8 ≒ 92％ → 順調

４．評価部会の進め方
○ 事務局から中項目ごとに、令和３年度の「主な取組結果」の説明の後、
委員は協議により、中項目単位で評価を実施。

○ 「ＤＸ」と「ＧＸ」を大括り化した一覧表により、進捗状況を把握し、
改善見直し等に向けた、評価を実施。


